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Ⅰ 事業概要 

1．本報告書の位置づけ 

本報告書は、公益社団法人富山青年会議所（以下、富山 JC）と富山市が共催で実施し

た「とやままちづくり市民討議会 2013」（以下、市民討議会という。）における参加者の

討議結果を報告書としてまとめるものです。 

 

 

  2．「とやま まちづくり市民討議会 2013」開催に至る経緯 

市民が市政に参画する手法は数多くありますが、消極的で自主的に物事を発言しようとしな 

い人々が市政に参画することは極めて少ない現状です。多くの一般市民は「まちづくりは行政

や市民団体が行うものである」という依存した考え方を持っている一方で、地方自治体におい

ては限られた財源で多くの課題に取り組まなければならず、厳しい行政運営を迫られています。 

このような状況である今こそ、地方自治体は行政サービスの受け手である市民と協働してま

ちづくりを推進し、地域に適した自治の手法を構築することが求められています。富山ＪＣは

富山市と共催で、市民の行政への参画意識の高揚を図り、市民の声を幅広く集約し、そして行

政の施策に反映するための手段として、このたび４回目の市民討議会の開催に至りました。 

  

 

 

  3．「とやま まちづくり市民討議会 2013」開催概要 

  （1） 開催日時 

    2013 年 6 月 29 日（土） 10：00～15：00 

    2013 年 6 月 30 日（日） 10：00～15：00 

 

  （2） 開催場所 

    富山国際会議場 2Ｆ 201・202 号 

 

  （3） 参加者選出方法 

    住民基本台帳から無作為に抽出した 18歳以上の市民 1,000名にチラシ・開催案内状を送

付し、参加希望者の中から抽選で、25名×2日間 計 50名の参加者を決定しました。 

開催 1週間前から前日にかけて欠席の連絡を受けた 13名の補充を、落選通知者への電 

話連絡等で試みた結果として、29日は 25名、30日は 25名 計 50名の参加となりました。 
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 ＊ 2011年度 からの返信数他 実績一覧 

   

  2013年度 実績 2012年度 実績 2011年度 実績 

参加定員数 50   50   50   

案内発送数 1,000   1,000   1000   

返信数 324 32.40% 378 37.80% 369 36.90% 

  参加可能数 66 20.40% 73 19.31% 54 14.63% 

  見学数(希望) 2 0.60% 7 1.85% 1 0.27% 

  不参加数 256 79.00% 298 78.84% 314 85.09% 

参加数 50   45   49   
 

         

   2011年度 実績    

     1000     

     368 36.80%    

    7.30% 54 5.40%    

     50     

     49     

     1     

     314     
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(Ⅰ)2013年 返信者内訳(参加可能者) 
 

(Ⅱ）2013年 参加者内訳 

年齢 合計 男 女 
 

年齢 合計 男 女 

10代 1 1 0 
 

10代 0 0 0 

20代 3 2 1 
 

20代 3 2 1 

30代 10 5 5 
 

30代 5 3 2 

40代 13 6 7 
 

40代 12 6 6 

50代 8 6 2 
 

50代 8 6 2 

60代 14 7 7 
 

60代 12 5 7 

70代 12 6 6 
 

70代 8 5 3 

80代 3 2 1 
 

80代 2 1 1 

90代 1 0 1 
 

90代 0 0 0 

明記なし 1 0 1 
 

明記なし 0 0  0 

合計 66 35 31 
 

合計 50 28 22 

 

 

参加者内訳(円グラフ) 

        

     

  

(Ⅲ） 2013 年 不参加理由 

理
由
分
類 

不参加理由 人数 

興味はあるが都合がつかない 117 

興味なし 36 

その他 99 

 計  252 

無記入 4 

 



6 

※2013 年 不参加理由 区分内訳 

 

区分 理由 人数 

興
味
あ
り 

仕事のため 0 

旅行のため 0 

予定があるため 0 

家事・育児・介護のため 0 

病気・体調不良・入院・入所・通院・障害があるため 2 

高齢のため 1 

県外在住のため 0 

その他 2 

無記入 112 

計  117 

興
味
な
し 

仕事のため 0 

旅行のため 0 

予定があるため 0 

家事・育児・介護のため 0 

病気・体調不良・入院・入所・通院・障害があるため 1 

高齢のため 0 

県外在住のため 0 

その他 0 

無記入 35 

計  36 

そ
の
他 

仕事のため 19 

旅行のため 2 

予定があるため 5 

家事・育児・介護のため 7 

病気・体調不良・入院・入所・通院・障害があるため 37 

高齢のため 15 

県外在住のため 4 

その他(テーマに興味がない 4名 税金の無駄 1名 人前での議論が苦手 1名) 6 

無記入 4 

計  99 

 



7 

(4） 討議テーマ 

 討議テーマ１：『地産地消について』 

 

討議テーマ 2：『とやまのプロスポーツを通じた地域（まち）の活性化について』 

  

 

(5）討議進行方法 

  1 自己紹介 

  2 係決め 

  3 情報提供 

  4 討議 意見抽出・まとめ 

  5 発表 

  6 投票 

  7 投票結果の発表 

  8 講評 
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(6）当日のタイムスケジュール 

時 間 所要時間（分） 内 容 

9:30～10:00 30 受付 

10:00～10:20 20 開会式（挨拶・趣旨説明・進行説明） 

10:20～10:35 15 自己紹介・係決め 

10:35～10:55 20 情報提供 『地産地消』について 

10:55～11:00 5 テーマに関する質問 

11:00～11:35 35 討議 意見抽出 

11:35～11:45 10 討議 まとめ 

11:45～12:05 20 討議 発表・投票 

12:05～12:10 5 討議 投票結果発表・講評 

12:10～13:00 50 昼食・休憩 

13:00～13:40 40 

情報提供 補足説明 

『とやまのプロスポーツを通じた 

地域（まち）の活性化』について 

13:40～14:15 35 討議 意見抽出 

14:15～14:25 10 討議 まとめ 

14:25～14:45 20 討議 発表・投票 

14:45～14:50 5 討議 投票結果発表・講評 

14:50～15:00 10 投票アンケート・事務連絡 

15:00  閉会式 
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Ⅱ 討議結果 

 開催日毎・テーマ毎の討議結果として、各グループのまとめと投票結果を報告します。 

 

討議テーマ １：「地産地消について」 

 

6月 29日（土） 開催 

【各グループのまとめ】 

 

Ａグループ 

討議中に 

出された意見 

 

 

 

 

 

・地場もん屋の場所が分かりづらい 

・地場もん屋の出張・訪問サービス 

・地場もん屋でしか買えない物をアピール  

・朝市情報のＰＲ 

・米は県産がおいしい 

・金額が高いと他県の安い物へ 

・ブランド化・他県との差別化 

・名前で安心感がある 

・食のイベントの実施(特産まつり) 

・中華街市のような大きなイベント(大和などで) 

・スポーツ大会の景品などに利用してもらう 

意見抽出 

 

 

 

 

 

●ＰＲ不足 

・富山市の広報で宣伝すればよい 

・地場もん屋総本店はわかるが、その他の地域店や加盟店が分から 

ない 

・レシピ等を一緒におく 

(店の場所が分かり商品を買いに行ったときレシピなどがあれば、

より買う気になる) 

●富山市の条例でスーパーに一定量を置く 

・スーパーのコーナーに地場産品を目立つように 

・スーパーに協力してもらう 

まとめ 

 

 

 

・ＰＲ不足を補うため、富山市の広報などでもっと地場産品を宣伝すれ

ば良い。商品にはレシピをつける。 

・富山市の条例などでスーパーの一角に必ず地場産品コーナーを作るよ

うにする。(目立つところに) 
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Ｂグループ 

討議中に 

出された意見 

 

 

 

 

 

・県産のものがおいしくない 

・欲しい野菜に県産のものがない(地場産品の種類が少ない) 

・地産地消のコーナーが少ない→買えない 

・県産の野菜がスーパーに少ない 

・富山米はおいしい 

・豚、牛は国内産を買うが県内産は買わない(氷見牛高い→買えない) 

・肉はおいしい他県の物を買う 

・一次産業者の六次産業への参入 

・食育の際に県産野菜の利用が少ない 

意見抽出 

 

 

 

 

 

① 量・種類の問題 → 県産を選ぶ機会が少ない 

 

② 知識の問題 → 全般的にＰＲが少ない 

 

③ 利便性の問題 →地場もん屋が街中で交通不便 

          食育の際に連携が必要 

まとめ 

 

 

 

意見抽出より 3つの問題の中から①の「量・種類の問題」を選択する 

 

地産地消を行いたいが選べない 

      ↓ 

欲しいものがスーパーにない 

絶対量が少ない(種類・物量) 

      ↓ 

市民農園の使用量が高い(もっと安く) 

      ↓ 

耕作放棄地の活用 

      ↓ 

行政に指導管理を行ってもらい地産につなげる 
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Ｃグループ 

討議中に 

出された意見 

 

 

 

 

 

・県産の野菜は高い 

・金儲けに走っている 

・何でも売れるという感覚がある 

・県産の価格の設定はどうしているのか 

・国産の野菜であれば安い物 

・中国産は買わない (いくら安くても) 

・安心なものを子供に食べさせたい 

・地産地消は子供のために必要 

・形がよくない物は買いにくい 

・形にはこだわらず地元産を買う 

・市場に出ない物を売る 

・直売所が面白くない 

・無人販売所の加工物(漬物など)は心配 

・完熟したものが欲しいのに販売しているのはスーパーと同じ 

・企業・団体で農業の推進(農地を借りてもらう) 

・心の病を持った方に農業に携わってもらう 

・昔からの調理の仕方を伝達したい(先祖代々の食のレシピ) 

意見抽出 

 

 

 

 

・食に関心を持ってほしい レシピが置いてあればもっと買う 

・スーパーで買う場合、富山産を選ぶ(スーパーの方が衛生面で安心) 

・休耕田の利用の仕方 休耕田の貸し出し 

・富山でどういったものを作っているのかわからない 

・国内産が安ければ、富山産は選ばない 自給自足が富山は多い 

まとめ 

 

 

 

・富山でどういったものを作っているのかわからない 

・レシピが置いてあればもっと買う(知らない野菜は作り方が分らない) 

・国内産が安ければ、富山産にはこだわらない 

・スーパーの方が衛生面で安心 

・自給自足が富山は多いのであえて地場もん屋で買う必要がない 

・食に関心を持ってほしい 
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Ｄグループ 

討議中に 

出された意見 

 

 

 

 

 

(売り方) 

・地元の物と他県の物があればおいしい方を選ぶ 

・地元の物と他県の物があれば安い方を選ぶ 

・地場もん屋ではなくても直売所(ロードサイド等)がある 

・車で販売をしてくれる 

(品目) 

・おいしさを考えると地場もん屋の方がいいが品数がネック 

(安心安全) 

・中国産は× 福島産は？ 

 ・値段、安心、安全は大事 

 ・安心、安全の生産物責任の問題 

(後継者・指導者) 

 ・高齢化(後継ぎがいない) 

 ・指導者が少ない 

 ・企業化する 

意見抽出 

 

 

 

 

 

・営農組合等のシステム化が必要 

・企業化する(会社として運営すればどうか・富山市の経営も) 

・指導者が少ない(農業科がある大学が富山にない) 

・高齢化が進む 

・担い手不足(この先、誰が続けるのか？地産地消がどうなるか不安) 

・県外からの後継者の募集(特典付きで) 

まとめ 

 

 

 

高齢化(担い手不足)を解消するには 

1.人手の確保(他県含む)  2.地場もん屋の市民への普及 

    ↓                 ↓ 

 指導者の確保        持込みしている生産者の方にメリット 

↓                              ↓          (税金など) 

 農業系大学があれば    生産者は喜んでもっとたくさん作る 

                     ↓        (安価になる) 

                 消費者も喜ぶ かつ 安心・安全 

 

地産地消が実現すれば…  

1.地域の活性化 

2.食料自給率のアップ 

3.安心・安全の確保 
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Ｅグループ 

討議中に 

出された意見 

 

 

 

 

 

・近くに店がない 

・富山市になってから八百屋がなくなっている(八尾町在住) 

・八百屋がなくなり不便(富山市が八百屋に援助してくれればよかった) 

・地場もん屋が遠い 

・体にいい物でも地場もん屋から重い荷物を持って帰るのが大変 

・新鮮なものが近くで手に入るシステムにしてほしい 

・農薬を使用していない物がほしい 

・くず野菜でもいいので安く手に入るようにしてほしい 

・形が悪くても美味なものを売ってほしい 

・畑はあるが仕事の為、他の人に任せている 

・株式会社に任せてはどうか 

意見抽出 

 

 

 

 

 

 

・家の近くにお店がない(地場もん屋) 

  地場もん屋から重い荷物を持って帰るのは大変 

            ↓ 

  家の近くに八百屋(地場もん屋)があれば良い 

  コンビニで販売してはどうか 

 

・作り手の情報不足 

  耕作地を作ってくれる「担い手」の情報が農協にはない 

            ↓ 

  農家は農協に何でも相談をする 

  農協に「担い手」の情報はない 

まとめ 

 

 

 

●高齢者は地場もん屋に行っても荷物が重くて持ち帰れない 

・地元の八百屋の復活 → 富山市が運営 

・コンビニに地産の野菜を置く → 置かないと認可しない 

 

●耕作地を作ってくれる「担い手」の情報を各種団体に流してほしい 

 ・農家は農協に相談するが農協は対応して頂けない現状がある 

 

 

 



14 

【投票結果】 

 

討議テーマ １：「地産地消について」  6月 29日（土） 

 

順位 まとめ（投票対象） 投票数 

1位 

・ＰＲ不足を補うため、富山市の広報などでもっと「地場産品」を宣

伝すれば良い。商品にはレシピをつける。 

・富山市の条例などでスーパーの一角に必ず地場産品コーナーを作る

ようにする。(目立つところに) 

26票 

1位 

高齢化(担い手不足)を解消するには 

 

1.人手の確保(他県含む) 2.地場もん屋の市民への普及 

    ↓                 ↓ 

 指導者の確保       持込みしている生産者の方にメリット 

↓                              ↓       (税金など) 

 農業系大学があれば   生産者は喜んでもっと作る 

                     ↓     (安価になる) 

                消費者も喜ぶ かつ 安心・安全 

 

地産地消が実現すれば…  

1.地域の活性化 

2.食料自給率のアップ 

3.安心・安全の確保 

26票 

3位 

●高齢者は地場もん屋に行っても荷物が重くて持ち帰れない 

・地元の八百屋の復活 → 富山市が運営 

・コンビニに地産の野菜を置く → 置かないと認可しない 

 

●耕作地を作ってくれる「担い手」の情報を各種団体に流してほしい 

 ・農家は農協に相談するが農協は対応して頂けない現状がある 

25票 

4位 

意見抽出より 3つの問題の中から①量・種類の問題を選択する 

 

地産地消を行いたいが選べない 

      ↓ 

欲しいものがスーパーにない・絶対量が少ない(種類・物量) 

      ↓ 

市民農園の使用量が高い(もっと安く) 

22票 
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      ↓ 

耕作放棄地の活用 

      ↓ 

指導管理を行ってもらい地産につなげる 

5位 

・富山でどういったものを作っているのかわからない 

・レシピが置いてあればもっと買う(知らない野菜は作り方が分ら 

ない) 

・国内産が安ければ、富山産にはこだわらない 

・スーパーの方が衛生面で安心 

・自給自足が富山は多いのであえて地場もん屋で買う必要がない 

・食に関心を持ってほしい 

20票 
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討議テーマ ２：「とやまのプロスポーツを通じた地域（まち）の活性化について」 

 

6月 29日（土） 開催 

【各グループのまとめ】 

 

Ａグループ 

討議中に出された

意見 

 

 

 

・とりあえず一度、観戦に行く 

・強くないと地域に密着しない 

・地域に密着していないような感じがある 

・地域の活動にもっと参加すれば注目される 

・富山は呉東・呉西に別れず富山県一つになって応援する 

・大人は子供と一緒に行く(大人は料金が高くても良い) 

抽出意見 

 

・小中学生の無料化 

・大人(父母・祖父母)は子供と一緒に行く 

・小中学校のバスケ部・サッカー部・野球部を無料招待する 

・富山のチームになっていない(新潟はすべてが一つのチーム) 

・富山県民のチームではなく企業の宣伝チームになっている 

・3チームの共通パスをつくればどうか 

・3チーム合同のイベントを多く実施しては 

まとめ ●集客することが前提 

・そのために小中学生を無料化 

・小中学校のバスケ部・サッカー部・野球部の子供たちを招待する 

●富山県民のチームではなく企業の宣伝チームのイメージが強い 

 ・おらがチームにしてほしい 

●富山としての 3チーム共通点を作ってほしい 

・共通パス・合同イベントなど 
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Ｂグループ 

討議中に出された

意見 

 

 

 

・試合を観戦したことがない 

・料金が安ければいく 

・活動していても少人数でわかりづらい 

・ＰＲ不足 

・試合を観戦したことがあるが継続して行かない 

・知っている選手がいない 

・サポーターが静かすぎる 

・駐車場に限りがある 

抽出意見 

 

●ハード面の課題         

 ・行きやすい場所に       

 ・駐車場に限りがある      

 ・球場が毎回違う            

 ・ホームグラウンドがない  

・車で行く→お酒を飲めない  

 

●ソフト面の課題 

・勝たない 

・地元スターが出場していれば 

・知っている選手がいない 

・ＰＲが足りない 

まとめ ●ハード面 

 ・ホームグラウンドを 3球団統一 

●ソフト面 

 ・スター選手を入団させる 
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Ｃグループ 

討議中に出された

意見 

 

 

 

・観戦したことがない 魅力がない 

・有名人がいない、知らない 

・マスコミの扱いが少ない 

・いつ、どこでやるのかお知らせがほしい(ＰＲ不足) 

・アクセスの問題 

・ホームタウン活動を見たことはあるが活動状況が分らない 

・貧しい国へ使わなくなったボールなどを送る 

・子供に無料券の配布(親も観戦する) 

・学校から訪問する(試合を観戦させる) 

・割引券などをもっと配布する(他県はもっと活発) 

・入れ墨がよくない 文化の違いはあるが子供に悪い影響 

抽出意見 

 

●アスリートファームを作る 

・空いた土地で農業に携わり地元の人たちと交流し仲間を増やす 

・子供たちにも広めることで町作りとなる 

 

●成績の状況を市民にもっと伝える、知ってもらう(ニュース・広告) 

 

●週末にイベントを実施する(ミニゲーム等) 

まとめ ・富山スポーツチームの方々で空いた土地を利用し野菜を作り包装の 

際、チーム名を入れたり割引券を入れたりしてチームを知ってもらう

よう販売する(サポーターも協力する) 

 

・グランドプラザ等を利用しイベント(例えばミニゲーム)を開催する 

 

・成績状況をＰＲし、市民にとけこむ方法を取ってもらいたい 

 

・富山のブランドを広める活動をしていた事を市民が認識していない  

のではないか 

 

 

 

 

 

 

 



19 

Ｄグループ 

討議中に出された

意見 

 

 

 

・興味が持てない  

・流出を防ぐ(育てても他県に行く・スター選手が必要) 

・雨が降ると行く気になれない 

・ドームの建設 

抽出意見 

 

●強くなれ 

 ・目標が低い 

 ・スター選手が必要 

 ・教育者が必要 

・下部組織の充実が大事 

●客を増やせ 

 ・ファンクラブの人数が少なすぎる  

・弱い＝会員数が少ない 

 ・子供が行きたい試合を 

・スポンサーの支援の強化 

●問題点 

  ・チーム名が理解されていない(特に女性は知らない人が多い) 

             ↓ 

 ・プロ 3チームを一本化する(新潟アルビレックスのように) 

まとめ  

強くなれば、客は増える 
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Ｅグループ 

討議中に出された

意見 

 

 

 

・スポーツに興味がない 

・スター選手を呼ぶ 

・地元選手を入れる 

・イベントを実施する 

・テレビＣＭに出す 

・中継していない 

・いつ試合があるかわからない 

・アピール不足 

・チームをより身近に感じさせる 

・家族無料招待券 

・無料券の配布 

・ドリンクサービス 

抽出意見 

 

・観戦者が増えれば街が盛り上がるのでは？ 

↓ 

・応援に行きたくなるにはどうすればよいか 

↓ 

・チームが強くなる 

・スター選手を呼ぶ 

・地元選手を入れる 

・スポーツに興味がなくても応援するファンを見に行く 

↓ 

・盛り上がり、地元が活性化するのではないか 

まとめ ●スポーツに興味がある方 

 ・チームの強化・スター選手、地元選手の入団 

 

●スポーツに興味がない方 

 ・イベントの強化＝試合に行く楽しみ 

 ・町内単位・家族単位での招待＝みんなで行く楽しみを作る   
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【投票結果】 

 

討議テーマ ２：「とやまのプロスポーツを通じた地域（まち）の活性化について」 

6月 29日（土） 

 

順位 まとめ（投票対象） 投票数 

1位 

 

強くなれば、客は増える 

 

31票 

2位 

●集客することが前提 

・そのために小中学生を無料化 

・小中学校のバスケ部、サッカー部、野球部の子供たちを招待する 

●富山県民のチームではなく企業の宣伝チームのイメージが強い 

 ・おらがチームにしてほしい 

●富山としての 3チーム共通点を作ってほしい 

・共通パス・合同イベントなど 

26票 

3位 

●ハード面 

 ・ホームグラウンドを 3球団統一 

●ソフト面 

 ・スター選手を入団させる 

23票 

4位 

・富山スポーツチームの方々で空いた土地を利用し野菜を作り包装 

の際、チーム名を入れたり割引券を入れたりしてチームを知っても   

らうよう販売する(サポーターも協力する) 

・グランドプラザ等を利用しイベント(例えばミニゲーム)を開催する 

・成績状況をＰＲし、市民にとけこむ方法を取ってもらいたい 

・富山のブランドを広める活動をしていた事を 

市民が認識していないのではないか 

21票 

5位 

●スポーツに興味がある方 

 ・チームの強化・スター選手、地元選手の入団 

●スポーツに興味がない方 

 ・イベントの強化＝試合に行く楽しみ 

 ・町内単位・家族単位での招待＝みんなで行く楽しみを作る   

20票 
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討議テーマ １：「地産地消について」 

 

6月 30日（日） 開催 

【各グループのまとめ】 

 

Ａグループ 

討議中に 

出された意見 

 

 

 

・地場もん屋の駐車場代を無料にする 

・若い人が農業を知らない 

・ＰＲが足りない 

・応募シール・おまけをつける 

・富山の野菜がおいしいか知らない 

意見抽出 

 

 

 

 

 

●時間帯の問題(地場もん屋) 

 ・営業開始時間が遅い。ＡＭ9：00をＡＭ7：30に 

 ・朝市をやってみてはどうだろうか 

●ＰＲ不足を補うため 

 ・ＣＭを放送局に任せる 

 ・地産ブランドをもっとＰＲ(例：大山町の○○○) 

 ・農業・野菜づくりを魅力あるものに 

 ・子供への野菜づくりの指導 

●若い人への普及 

 ・年齢の引き継ぎが下手 

 ・若い人に野菜づくりを伝える 

 ・ブランド化し若い人へのやる気を出させる 

まとめ 

 

 

 

●地場もん屋の営業開始時間を早くする 

・朝市の実施・駐車場の無料化 

●地産ブランドをＰＲする 

・テレビでのＣＭ等・子供へ地場の野菜を教える 

●若い人に野菜づくりを伝える 

・野菜づくりを経済的に魅力のあるものにする 
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Ｂグループ 

討議中に 

出された意見 

 

 

 

・富山産をＰＲ 

・旬な物を食べさせたい 

・富山県産をブランド化 

・地場もん屋は種類が少ない 

・日常、行けるところにあれば(コンビニ等) 

意見抽出 

 

 

 

 

 

・富山県産をブランド化しタグなどをつける 

・若い人向けにアピールする(情報誌・テレビ等) 

・トイレットペーパーに特産品をイラストで描く 

・貸し農地を若い世代に貸す 

・子供の農業体験 

・人の集まるところに地場もん屋を建設する 

・コンビニの野菜コーナーでの販売(一人用少量の販売) 

・ＪＡ、道の駅・地場もん屋の一本化する 

まとめ 

 

 

 

・富山県産の美味しい物がＰＲ不足の為、農業が活性化しない。ブラ 

ンド化に向け農業を活性化させる(トイレットペーパーにイラストし

特産品をアピール) 

・休耕田を有効利用し、子供達に農業体験してもらい若い世代にアピー

ルする 

・ＪＡ、道の駅、地場もん屋の違いが分らないので一本化する 
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Ｃグループ 

討議中に 

出された意見 

 

 

 

・富山のイメージ 米・魚 

・呉羽梨のように他の農産物もブランドかできれば 

・地場もん屋総本店まで出てくるのが大変 

・新しい駅に地場もん屋を作ってほしい 

・近くのスーパーに地場もん屋があれば便利 

・食に対する安全性、顔が見える分多少高くても買う 

・観光の目玉になるような野菜を使ったメニューを生み出す 

・地元野菜の食べ方が分るようになれば 

・農業の企業化 

意見抽出 

 

 

 

 

 

・富山の農産物のＰＲ 

・ブランド力 

・高齢者の農業への参加 

・買い物難民を救う 

・食の安全、生産者の顔が見える 

・地物産の食べ方を教える 

・ヘルシーな地産メニューを考案する 

・Ｂ級品、端物も売ってほしい  

・もっと近くに地場もん屋がほしい(地元スーパー・新富山駅) 

まとめ 

 

 

 

●地産 

 ・富山の農産物のＰＲ 

 ・ブランド力の強化 

 ・高齢者の農業への参加 (世代間交流) 

●流通 

 ・買い物難民を救う『御用聞き』 

・ＰＲ 

  ・流通の見える化(食の安全・生産者の顔が見える) 

●地消 

 ・地物産の食材の調理法を教える 

 ・ヘルシーな地産メニューを考案する  

・もっと近くに地場もん屋がほしい(地元スーパー・新富山駅) 
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Ｄグループ 

討議中に 

出された意見 

 

 

 

・便利な土地は耕作されるが不便な所は耕作できない 

・農業は「儲からない」、「高齢化」だけが問題ではない 

・自炊しないと地場もん屋にはいかない(学生) 

・地場の惣菜があれば 

・学校で地場産品を販売する 

・特産物を企業とタイアップし加工品にする 

意見抽出 

 

 

 

 

 

●休耕地 

・休耕地を市に借り上げてもらい、市民に貸してほしい 

・休耕地を大学・高校などに貸し出してはどうか 

・14歳の挑戦に農業がない 

・小学校で近所の農家で体験させる 

 

●地場もん屋 

・重い物を運ぶのが大変 

・街中にあり車が止められない 

・セントラムとセットにしてはどうか 

・地域店をもっと利用するにはどうするか 

・料理教室などをもっとアピールする 

・ＴＶＣＭが一番目につく 

 ・ネット・フェイスブックなどの利用 

 ・料理教室などをもっとアピールする 

まとめ 

 

 

 

1.耕作放棄地を利用 

 ・14歳の挑戦に農業を入れる 

 ・学校(幼・小・中・高・大)への貸し出し 

 ・土地を市に借り上げて頂き貸し出す 

2.地場もん屋を活性化させるために 

 ・中心市街地にあるので車で行きにくく、駐車料金がいる 

           ↓ 

 ・地域店をもっと利用する 

 ・地域店の利用に際し特色を出しＰＲする 

    例：料理教室・ネット・フェイスブック・ＴＶＣＭ 

      特産品を使ったお惣菜作り等 

●結果 

  ・地域店を足掛かりにして本店に行くきっかけとする  

 



26 

Ｅグループ 

討議中に 

出された意見 

 

 

 

・地場もん屋の営業時間帯 

・地域店と加盟店の拡大 

・イベント等の先行告知 

・人口の減少への対策(農業の縮小) 

・農業体験などのできるイベント 

・生産地を見る事で高くても安心して野菜を購入できる 

意見抽出 

 

 

 

 

 

・地場もん屋の位置に疑問 

・中心市街地にはなかなか行けない 

・郊外から行きにくい 

・特産品の野菜がない 

・地場もん屋の認知度が低い 

・コンビニ等の連携 

・農業体験イベントを積極的に行う 

(地場もん屋と農業体験を合わせる) 

まとめ 

 

 

 

・認知度の向上 

・コンビニ・スーパーと地場もん屋の連携 

・農業体験イベントの拡大(後継者不足対策) 

・「米」、「梨」への特化(ブランド強化) 
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【投票結果】 

 

討議テーマ １：「地産地消について」  6月 30日（日） 

 

順位 まとめ（投票対象） 投票数 

1位 

●地産 

 ・富山の農産物のＰＲ 

 ・ブランド力の強化 

 ・高齢者の農業への参加 (世代間交流) 

●流通 

 ・買い物難民を救う『御用聞き』 

 ・ＰＲ 

  ・流通の見える化(食の安全・生産者の顔が見える) 

●地消 

 ・地物産の食材の調理法を教える 

 ・ヘルシーな地産メニューを考案する  

・もっと近くに地場もん屋がほしい(地元スーパー・新富山駅) 

32票 

2位 

●地場もん屋の営業時間を早くする 

・朝市の実施・駐車場の無料化 

●地産ブランドをＰＲする 

・テレビでのＣＭ等・子供へ地場の野菜を教える 

●若い人に野菜づくりを伝える 

・野菜づくりを経済的に魅力のあるものにする 

27票 

3位 

・富山県産の美味しい物がＰＲ不足の為、農業が活性化しない。ブ

ランド化に向け農業を活性化させる(トイレットペーパーにイラ

ストし特産品をアピール) 

・休耕田を有効利用し、子供達に農業体験してもらい若い世代にア

ピールする 

・ＪＡ、道の駅、地場もん屋の違いが分らないので一本化する 

25票 

3位 

1.耕作放棄地を利用 

 ・14歳の挑戦に農業を入れる 

 ・学校(幼・小・中・高・大)への貸し出し 

 ・土地を市に借り上げて頂き貸し出す 

2.地場もん屋を活性化させるために 

 ・街中にあるので車で行きにくく、駐車料金がいる 

             ↓ 

25票 
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 ・地域店をもっと利用する 

 ・地域店の利用に際し特色を出しＰＲする 

    例：料理教室・ネット・フェイスブック・ＴＶＣＭ 

      特産品を使ったお惣菜作り等 

●結果 

 ・地域店を足掛かりにして本店に行くきっかけとする 

5位 

・認知度の向上 

・コンビニ、スーパーと地場もん屋の連携 

・農業体験イベントの拡大(後継者不足対策) 

・「米」、「梨」への特化(ブランド強化) 

13票 
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討議テーマ ２：「とやまのプロスポーツを通じた地域（まち）の活性化について」 

 

6月 30日（日） 開催 

【各グループのまとめ】 

 

Ａグループ 

討議中に出された

意見 

 

 

 

・入場者数を増やすにはどうすればよいか 

・野外観戦用にサンバイザーを配る(女性向けに) 

・アピールポイントが分りづらい 

・女性のサポーターが少ない 

・プロスポーツの結果を街中に流す 

・一度来てもらうために招待券を配る 

抽出意見 

 

・無料招待券を配る 

・試合をライブ放送や結果を電光掲示板等で伝える 

(試合の臨場感を伝える) 

・観戦以外の楽しみを作る(野外でバーベキューなど) 

・勝った試合の入場券を見せて割引を行う 

・女性専用席を作る 

・チームを強くする方法を公募しプロジェクトチームを作る 

・富山のチームが勝つとショッピングセンターや商店街などで割引が受

けられるようにする  

まとめ ●会場にまず一度足を運んでもらう 

・無料券を配る 

・20代の女性に来てもらうため、女性専用席を設け(日焼け防止がで

きる場所)、送迎をする 

(ショッピングセンター・市中心部に集合し会場まで移動する) 

    (選手も共に移動し勝利の喜びを感じる) 

 

●勝つことのメリットをつける 

 ・商店街で割引を実施する(ショッピングセンター・商店街) 

・クーポン券を発行する 

 

 

 

 

 



30 

Ｂグループ 

討議中に出された

意見 

 

 

 

・入場料金が適正なのか 

・富山県はスポーツよりも勉学が中心 

・小中学生の授業に取り入れる 

・若年層にもっとＰＲ 

・富山にプロスポーツは根付かないのでは 

・身近な存在になってほしい 

・強くならなければ見に行く気にならない 

・ネーミングが分りずらい 

抽出意見 

 

●ＰＲ不足で活動が見えてこない 

・ホームタウン活動が多いが活動が見えない 

・ホームタウン活動が見えないし見たことがない 

・子供へのＰＲ活動 

・一般市民に生涯スポーツ振興を計る 

     

●活性化 

 ・設備にお金をかける 

 ・使用しないときは市民へ開放する 

 

●サッカーを見るだけではつまらない 

 ・スポーツ施設周辺の設備が少ない(レジャーランドなど) 

 ・終日遊べる施設を 

 

●ＰＲの仕方が下手 

 ・富山県民をもっとチームに入れる 

 ・市民スポーツとしてＰＲ 

 ・チームが勝つと富山県民の歌を流す 

(県民のチームにしないと盛り上がりに欠ける) 

まとめ ・一般市民に生涯スポーツ振興を計りスポーツ人口を増やす 

・球場周辺の施設の充実が必要…レジャーランド化 

・市民スポーツとしてＰＲ 

・県出身のスター選手を入れ、チームが勝つと富山県民の歌を流す 
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Ｃグループ 

討議中に出された

意見 

 

 

 

・集客力ＵＰ 

・小中学生の育成 

・子供・孫が行きたくなるようにする(若いファンを増やす) 

・パブリックビューをイベント化 

・球場へのアクセス向上 

・地域貢献活動のＰＲをもっと行えばどうか 

・見に行く暇がない 

抽出意見 

 

・競技の楽しさを教える 

・ルールが分からない 

・試合をやっているのか、やってないのか分らない 

・地域とのつながり 

・サポーター企業を生かす(店頭などでもっとチーム紹介) 

・富山市だけでなく他の市町村を巻き込む 

・「今日は○○(チーム名)の日」みたいに休日を作る 

・「町の日」を作って割引する 

・街中から無料バスを出す(ビアガーデンバスなど) 

・帰りに飲めるくらいの会場アクセスが良い 

・試合と何か別のイベントを組み合わせる 

まとめ ●知識不足 

 ・ルール、出場選手を教えてほしい 

 ・サポーター企業に店頭でアピールしてもらう 

  (市電、バスをラッピングする・試合情報を車内に放送する) 

 

●行く時間がない 

 ・「○○(チーム名)の日」を作って休みにしてしまう 

 ・「○○市の日」を作って割引く 

 

●地域の活性化 

  ・飲む食べる所が会場の近くに欲しい 

 ・ビアガーデンバスで送迎をしてほしい 
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Ｄグループ 

討議中に出された

意見 

 

 

 

・お年寄りの観戦は無料にする 

・テレビ中継をする 

・富山だけのＴＯＴＯ 

・小中高の文化祭に選手がプレーを見せる 

・球場周辺のアクセス 

抽出意見 

 

・3球団同時にできるスタジアムの建設 

・駅前にスタジアムを作る(新幹線も開通するので) 

・駐車場の確保(スタジアム近くの住民たちに駐車させてもらう) 

・中高の大会に選手たちのプレーを見せる 

・小中高の文化祭に選手がプレーを見せる 

・人通りの多い所でプレーを見せる(ストラックアウトなど) 

・イケメン選手をＣＭ等に出す 

・スター選手を育てる 

・チーム紹介をゴールデンタイムに流す 

まとめ ●行政側からの働きかけ・スポーツ観戦人口を多くする 

・行政の力を借りて総合スタジアムを建設する 

               (交通アクセスの良い所に) 

・郊外に建設の場合はショッピングモールの近くに建設する 

・雨が降った場合、他のスポーツが観戦できるシステムを作る 

・富山版スポーツＴＯＴＯを作る 

 

●チームの内側からの呼びかけ(選手・チーム経営者に地域住民の理解 

を得るように働きかける) 

・実際のプレーを見せる機会を増やす 

(人通りの多い所でストラックアウト・ミニゲームなどを開催) 

・小中高生の大会に選手が出演する 

 

●市民への知名度ＵＰ(選手等) 

・スター選手の育成(試合をゴールデンタイムに流す) 

・イケメン選手をＣＭなどに出す 

・富山スポーツチームの人気投票(イケメンコンテストなどの実施) 
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Ｅグループ 

討議中に出された

意見 

 

 

 

・強くなる 

・知名度の向上(選手のＴＶ出演など) 

・毎日 5分間番組を作る(もっとラジオなども使ってみては) 

・10代のファンクラブ会員が少ない 

・子供を無料にする 

・地場もん屋との連携(地産地消のイベントに参加する) 

・「富山」の名を大々的に活用する 

抽出意見 

 

●ＰＲ不足(認知度が低い) 

 ・ホームタウン活動が細かすぎる・狭すぎる(合同イベントにする) 

 ・ローカルＴＶ等で毎日コーナーを設けて紹介してもらう 

 ・大きなイベントに参加しての広報活動 

●ファンを増やす為の努力が見えない 

 ・若いファンを増やす 

 ・小中学校のスポーツ教室での指導 

 ・選手が「笑い」の勉強をする 

まとめ ・大きいイベントへの参加(花火大会・富山まつり・風の盆) 

・ローカルＴＶにてコーナーを設ける 

・若いファンを増やす為「お笑い」のセンスを磨く 
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【投票結果】 

 

討議テーマ ２：「とやまのプロスポーツを通じた地域（まち）の活性化について」 

6月 30日（日） 

 

順位 まとめ（投票対象） 投票数 

1位 

●会場にまず一度足を運んでもらう 

・無料券を配る 

・20 代の女性に来てもらうため、女性専用席を設け(日焼け防止

ができる場所)、送迎をする 

(ショッピングセンター・市中心部に集合し会場まで移動) 

    (選手も共に移動し勝利の喜びを感じる) 

●勝つことのメリットをつける 

 ・商店街で割引を実施する(ショッピングセンター・商店街) 

 ・クーポン券を発行する 

31票 

1位 

・一般市民に生涯スポーツ振興を計りスポーツ人口を増やす 

・球場周辺の施設の充実が必要…レジャーランド化 

・市民スポーツとしてＰＲ 

・県出身のスター選手を入れ、チームが勝つと富山県民の歌を流す 

31票 

3位 

●行政側からの働きかけ・スポーツ観戦人口を多くする 

・行政の力を借りて総合スタジアムを建設する 

               (交通アクセスの良い所に) 

・郊外に建設の場合はショッピングモールの近くに建設する 

・雨が降った場合、他のスポーツが観戦できるシステムを作る 

・富山版スポーツＴＯＴＯを作る 

●チームの内側からの呼びかけ(選手・チーム経営者に地域住民の理

解を得るように働きかける) 

・実際のプレーを見せる機会を増やす 

(人通りの多い所でストラックアウト・ミニゲームなどを開催) 

・小中高生の大会に選手が出演する 

●市民への知名度ＵＰ(選手等) 

・スター選手の育成(試合をゴールデンタイムに流す) 

・イケメン選手をＣＭなどに出す 

・富山スポーツチームの人気投票(イケメンコンテスト等の実施) 

22票 

4位 

 

●知識不足 

 ・ルール、出場選手を教えてほしい 
18票 
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4位 

 ・サポーター企業に店頭でアピールしてもらう 

  (市電、バスをラッピングする・試合情報を車内に放送する) 

●行く時間がない 

 ・「○○(チーム名)の日」を作って休みにしてしまう 

 ・「○○市の日」を作って割引く 

●地域の活性化 

  ・飲む食べる所が会場の近くに欲しい 

 ・ビアガーデンバスで送迎をしてほしい 

5位 

・大きいイベントへの参加(花火大会・富山まつり・風の盆) 

・ローカルＴＶにてコーナーを設ける 

・若いファンを増やす為「お笑い」のセンスを磨く 

17票 
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Ⅲ 参加者アンケート結果 

 

1．（ア）案内が来た時点で、「市民討議会」をご存知でしたか？ 

 

（イ） 知っていた方は、何でご存知でしたか？ 

    マスコミを通して    1    

当討議会のチラシを見て 3 

    行政の広報で      4 

その他の理由      1 （以前何かで見たような気がする） 
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2．参加動機についてお聞かせください。（複数回答可） 

 

 

 

【その他の意見】 

・富山市民として考えてみるための年齢だったから。 

・政治事には色々関心がある。 

・日時が都合のつく時間だったから。 

・こういう討議会の内容がどう行政にいかされているのか知りたかったが、 

結局そこは分らなかった。 
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3．（ア）参加された感想をお聞かせください。 

 

（イ）（ア）で選ばれた理由をお聞かせください。 

（とても良かった 良かった） 
  

  

・アットホームな討議会で時間のたつのが早かった。また参加したいです。   

・自分の意見をはっきりと言える。  

・意外にも市民間でも認識度に差があると気づいてびっくりした。  

・メンバー内での討議が楽しかった。   

・皆、気楽に自由に意見交換ができたから。堅苦しくなくて良い。 
 

・「討議会」という事で少々しりごみしてきたが楽しく話し合いができて良かった。 

・地域の活性化について考える良い機会になったから。 

・地産地消や富山のプロスポーツチームに対しての理解が深まったので。 

・自分たちの意見が反映されるかも知れないから。 

・色々な年代、立場の方の意見が聞けた。  

・知らない人たちとあまり知らなかった事の会話ができた。  

・市民の声というか、こんな機会があまりないので聞いてみたかった。 

・年代、男女関係なくフリートーク形式で討論出来たことが良かった。また自分の知らな 

かった事があったりしたので情報を得る場ともなった。 

・いろんな意見が聞けた。    

・色々な人と会えたりこれからも楽しみです。 

・富山市民でありながら知らない事もあり教えてもらった。 

・普段では出来ない内容が多く有意義だった。 

・知らない事が多かったのと、いろいろな意見が聞けた。 

・討議会自体は学校でやったことがあったが、今回のように性別、年令、職業が無作為に 

選ばれる形式は初めてで、学校で行うより多角的な意見交換が出来た。 
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・他の人達の意見を聞く事が出来おもしろかった。市政を身近に感じた。 

・いろいろな話ができた。 

・全く知らない方の意見を聞くことができた。 

・様々な人との沢山の話を聞いて本当に良かったと思います。 

・色々な意見が聞けた。 

・いろんな方の思いを聞けた。 

・一つ二つでも参考にして実施してほしい。 

・もっと堅苦しいものかと思ったが皆で意見交換ができ、考えの幅が広がった。 

・こうした経験があまりないので良い勉強になりました。 

・様々な世代の方と意見を交換できた。 

・テーマに関する理解が深まった。 

・前日の意見を集約したものも貼ってあったら良かった。 
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4．（ア）この討議会に参加する前、「まちづくり」に対して興味がありましたか？ 

  

 

 

（イ） この討議会に参加する前に「まちづくり」に関わる活動をされていましたか？ 
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5．（ア）この討議会に参加して、これからも「まちづくり」に参加していこうという 

気持ちになりましたか？ 

  

 

 

（イ） この討議会に参加して「まちづくり」に参加しているという実感を得られましたか？ 
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6．この討議会は市民の声を行政に伝える手法として適していると思いますか？ 

また意見があればお聞かせください。 

   

 

・個人での参加が難しければ会社を通じての参加要請もありでは！？ 

・もっと多くの人が参加できるよう、機会を増やしてほしい。 

・世代の壁がない討議であり、加えて討議内容が偏っていないので適していると思われる。 

・少しは適していると思うが、他にも伝える方法はあるのでは？ 
    

・今回の意見が形になって見えた時に「行政に伝わった」と実感出来ると思います。 

・まちづくりに対して考えるきっかけにはなったが、行政からのフィードバックがなければ 

伝えられたかどうか分からない。 

・思いもつかないような意見がでてくるのでもう少し人数がいるのかな？ 
 

・どなたもおっしゃっていたが本当に役立ったが何か実績を知る機会があるとよいですね。 

・この討議会の結果がどう伝えられ、まちづくりにどういかされているかが分からない。 

・決まったことや、事例でもあれば一つでも二つでも取り上げてもらえば適している。 
  

・行政に反映されるよう主催者側の努力を期待します。 

・成果が見えないと片手落ちだと思います。言って終わりになってしまうので。 

・意見を意見として終わらせる事なく反映させてほしい。それもどう反映させていったのか 

市民が分かるようにしてほしい。 

 
 



43 

7．討議の時間についてお聞かせください。 

 

 

8．情報提供の量についてお聞かせください。 

      

 

【意見】 

・討議２については全く興味がなかったが、討議後観戦しに行こうかな！と思いました。 

・収支バランスが気になります。 

・説明が長過ぎる。 

・もっと絞られていたほうが十分に議論できると思います。 

・たくさんの意見が出るので少なく感じた。 

・もう少し早い時期にもう少し多くの情報をいただけたらと思った（開催の３日前では遅い） 
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9．討議テーマについてお聞かせください。 

  （ア）討議１について「興味が持てるテーマでしたか？」 

  

 

  （イ）討議２について「興味が持てるテーマでしたか？」 

  

 

 

（ウ）話し合ってみたいテーマがあれば、ご記入ください。 

・市内のスポーツ施設の使用料を無料にもどしてほしい。※市町村合併したら有料になったから 

・観光 
    

・いじめ問題 
    

・市内電車の拡大について 
   

・少子化、晩婚化 
    

・中心市街地活性化 
    

・税金の使い方 
    

・1日 1テーマでもっと中身を濃いものにしたかった。 

・富山の街の綺麗さについて 
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・医療、福祉問題 
    

・富山の防災と地域 
    

・市主催なのでより市に限定したテーマでも良いと思います。 

今回の２テーマとも県全体としても言えることだと思いました。 

  
    

 

 

 

10．（ア）謝礼についてお聞かせください。 

  

     

【意見】  

・駐車場代を出してください。 

・いりません。 

・こちらこそ、大切な時間ありがとうございました。 
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（イ）謝礼金額についてお聞かせください。 

   

   

【意見】  

・討議、話し合いに謝礼はいるのかな？ 

・謝礼はいらないのでは・・・市民だから。 

・金額はいくらでもいいと思う。 

・謝礼はいらないのでは。 

 

 

11．以後、同じような企画の参加要請があった場合、参加しますか？ 

  

【その他の理由】 

・思っていた以上に楽しい時間となったから。 

・自分の意見を発表したい。 
   

・富山市民として思うこと。 
   

・都合がつけば参加したい。 

・時間が合えば参加する。 
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 12．本日の討議会を通して感じた事やご意見等をご自由にご記入ください。 

・テーマをもう少しピンポイントにしていただいたほうが討議しやすいと思います。 

・討議２は行政に伝わるのか？ 

・もっと堅苦しい時間と思いましたが楽しい討議の時間でした。有難うございました。 

・討議の方法が参考になった。若い人が頑張って進めてくれた。良かったです。 

・「富山」について考えたことは今まで一度もありませんでした。ただの一庶民という

意識を持っていたので。ですから今日の時間はこれからの自分にとって有意義なもの

でした。ありがとうございました。 

・一つのテーマを小グループばかりでなく全体でも話し合う機会があれば良い。 

・参加する前は少し憂鬱でしたが、色々な人の話が聞けてとても良かったです。 

・スポーツの話で心がはずんだことはこの機会が最初で最後かもしれませんが・・・ 

でも、楽しい時間でした。 

・地産地消を心がけたいと思いましたし、県内のプロスポーツチームを身近に感じるこ

とができました。観戦もしてみたいです。 

・知らないことがたくさんあったが、富山の地産地消やスポーツに興味を持てるように

なった。 

・異世代で一つのテーマを話し合うことはとても有意義だと思いました。 

・最初は意見が言えるか心配でしたが雰囲気がよく、稀有でした。 

・知識がないテーマを討議することも楽しかった。 

・スポーツテーマがまったく意見ができない人間であるとわかった。 

・いろいろな年代の方の考え方、知識を知ることが出来良かったと思います。 

・自分にとって良い経験となりました。また機会があれば参加してみたいです。 

・大変色々な事で考えさせられる日でした。ありがとうございました。 

・とても良かった。勉強になりました。富山市民バンザイ 

・すばらしい討議会の企画・運営ありがとうございます。１年後には提言の結果・効果

の確認を発表してください。ありがとうございました。 

・いろんな年代の方々の意見をきいて楽しかったです。知らない事を知る事が出来てよ

かったです。 

・面白かったです。機会があればまた参加したいです。 

・いろんな世代の人と交流できてよかった。 

・今まで知らなかった事、わからなかった事を学べて良かった。 

・初めて参加したがおもしろかった。時間的に短かった。 

・全く共通点のない方と一緒の時間を過ごせるよい機会となりました。ありがとうござ

いました。 

・一つでも二つでも実施してほしい。 

・前日の意見はどうであったか知りたいと思います 
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・市民討議会に初めて参加して何もしらない私でしたが参加でき、まちづくりに一役に

買えたらと思い参加しました。住み良い富山に一歩進めたような気がします。 

・職種や性別、年代の異なる方と話す場所が少ないので新しい事を学べた。 

・まずは一つでも反映されるべき。努力して欲しいです。 

・挨拶が長いと伝わる事が少ないです。 

・トイレットペーパーに PRプリントするのは効果的と思われます。 

・富山の花、スポーツ球団の名前、富山の特産品等など、富山の魅力を紹介する手段に

活用してほしい。 
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＜参考資料＞ 1.市民討議会 開催案内書 

 

平成２5 年 ５月 吉日 

 

 各 位 

 

    

富山市長  森  雅志 

公益社団法人 富山青年会議所 

理事長   高田  健 

 

 

「とやま まちづくり市民討議会 ２０１3」の開催について（ご案内） 

 

 日頃から、市行政について格別のご理解をいただき、厚くお礼申し上げます。 

 この度、富山市と（公社）富山青年会議所の共催により、「とやま まちづくり市

民討議会 ２０１3」を開催いたします。 

 この市民討議会は、まちづくりの課題や地域の身近なテーマについて討議してい

ただき、市民主役のまちづくりの実現に向けた新しいスタイルの会議です。 

 今年の討議テーマは「とやまのプロスポーツ活性化」と「地産地消」です。 

 皆様には、同封しましたパンフレットをご覧頂き、是非ご参加くださいますよう

ご案内いたします。 

  

 なお、本案内は富山市の住民基本台帳から無作為抽出した１８歳以上の市民  

１，０００名の皆様に送付させていただいております。 

 

 

 

 

 

 

（お問合せ先） 

富山市役所 商業労政課 

℡ ０７６－４４３－２０７０ 

公益社団法人 富山青年会議所 

℡ ０７６－４３３－３３３４ 



50 

＜参考資料＞ 2.討議テーマⅠ 富山市情報提供資料  
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＜参考資料＞ 3.討議テーマⅡ ㈱カターレ富山 ㈱富山グラウジーズ  

㈱富山サンダーバーズベースボールクラブ 情報提供資料 
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＜参考資料＞ 4.開催風景 

 

[討議風景] 

   
 

 

[発表風景] 
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[投票風景] 

 

   

 

 

[会場風景] 
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＜参考資料＞ 5.新聞掲載記事 

 

北日本新聞（６月３０日朝刊） 

 

 

 

富山新聞（６月３０日朝刊） 
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朝日新聞（７月１日朝刊） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北陸中日新聞（６月３０日朝刊） 

 


